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Ⅰ．はじめに（研究目的含む） 

少子化、核家族化により、自身の子どもを持つまで乳幼児との接触体験を持たない女

性は約半数にものぼる (ベネッセ総合研究所, 2007；ベネッセ総合研究所, 2013)。この

乳幼児との接触体験の不足は、育児不安の一因とされ (厚生労働省, 2003)、育児不安に

続く産後うつや虐待のリスクも懸念されていることから、早急に対応が必要な周産期の

課題の 1 つである。 

 現在、妊婦を対象に行われている出産や育児のための産前クラスは、DVD や人形を

用いたものが殆どである。初産婦が実際に乳児とふれ合う機会を持つことは、乳児を知

ることができ、乳児との生活をより具体化することが可能となるだけでなく、育児不安

の軽減の一助となる可能性が高い。そのため、少子化・核家族化において不可欠なケア

となることが期待されている。研究者らは、初産婦が乳児とふれ合う「Mama Touch プ

ログラム」を開発し、その実行可能性および唾液中コルチゾール濃度と唾液中オキシト

シン濃度の変化の可能性を確認した (園田他, 2018)。本研究で指標とするコルチゾール

は、ストレス刺激にて分泌されることより「ストレスホルモン」とも呼ばれている。そ

のためコルチゾールはストレスの生理学的指標として広く用いられている (Clements, 

2013)。本研究でコルチゾールを指標とすることは、初産婦が乳児とふれ合うという体

験を客観的に評価することが可能になると言える。また、オキシトシンは、ふれ合いや

人と人との相互作用で分泌されることが報告されており (Levine, et al., 2007；

Holt-Lunstand, et al., 2008)、特に妊娠期のオキシトシンは、育児行動との関連も報告され

ている (Feldman. R., 2007；Feldman. R., 2010)。 

そこで、本研究の目的は 初産婦を対象とした「Mama Touch プログラム」の効果を、

生理学的指標である唾液中コルチゾール濃度および唾液中オキシトシン濃度を用いて

検証することとした。本研究の研究仮説は、1) 乳児とふれ合う介入群の方が乳児の映

像を視聴する対照群と比較すると唾液中コルチゾール濃度が有意に低下する、2) 乳児

とふれ合う介入群の方が乳児の映像を視聴する対照群と比較すると唾液中オキシトシ

ン濃度が有意に上昇する、である。 

 

Ⅱ ．研究方法 

１．研究デザイン 

本研究は、2 群比較のランダム化比較試験である。 

 

２．対象者 

本研究の対象者は園田他 (2018) をもとに算出し、妊娠後期のローリスク日本人初産

婦 72 名とした。適格基準は、1) 児が頭位 2) 単胎 3) 年齢が 20 歳以上 4) 妊娠 38 週 0

日から妊娠 38 週 6 日の間で研究に参加することが可能なものである。除外基準は、1) 産
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科合併症を有するもの 2) 精神疾患や内分泌疾患の既往歴があるもの 3) 喫煙している

もの 4) 日常生活の中で乳児をふれ合う機会があるもの 5) 陣痛誘発のために乳頭刺

激をしているものである。 

 

３．研究方法 

１）ランダム化 

研究参加の同意が得られた時点で割り付けを行った。ランダム化は Web システムを

用いて行い、ブロックサイズ 4 の置換ブロック法にて行った。 

 

２）盲検化 

プライマリーアウトカムとセカンダリーアウトカムである唾液中コルチゾール濃度

と唾液中オキシトシン濃度の解析を行う生化学者の盲検化を行った。 

 

３）研究手順 

実験群は乳児の母親の教示のもと 30 分間乳児とふれ合い、対照群は 30 分間の乳児

の映像を視聴した。両群とも介入前後の 2 時点 (O1、O2)で、唾液採取と質問紙の記載

を行った。 

 

４）測定用具 

プライマリーアウトカムは唾液中コルチゾール濃度、セカンダリーアウトカムは唾液

中オキシトシン濃度である。 

 

５）統計学的解析 

プライマリーアウトカムである唾液中コルチゾール濃度、セカンダリーアウトカムで

ある唾液中オキシトシン濃度は群間比較を行い、続いて群内比較を行った。なお、統計

学的解析には SPSS ver.25 を使用し、有意水準は両側 5%とした。 

 

４．倫理的配慮 

本研究は聖路加国際大学研究倫理審査委員会の承認を得て実施した (17-A004)。 

 

Ⅲ．結果 

１）リクルート結果 

本研究は 2017 年 5 月から 2018 年 3 月の期間で、地域周産期センター、病院、診療所、

助産院の計 4 施設で実施した。研究期間中、適格基準を満たす初産婦 303 名をリクルー

トし、そのうち同意の得られた 102 名を介入群 51 名、対照群 51 名にランダムに割り付

けした。介入群 51 名のうち 13 名が脱落し、最終的には 38 名が研究を終了した。対照



4 
 

群は 51 名のうち 9 名が脱落し、最終的に 42 名が研究を終了した。 

両群とも、年齢、体格、不妊治療の有無、婚姻状態など差は認められなかったが、研

究開始前の状態不安得点のみ介入群が有意に高かった。 

 

２）唾液中コルチゾール濃度 

O2 での介入群 (n = 37) と対照群 (n = 41) の唾液中コルチゾール濃度を独立サンプ

ルの t 検定で比較した結果、介入群は 4.01±0.91 (ng/mL)、対照群は 4.11±1.01 (ng/mL) で

あった。唾液中コルチゾール濃度は介入群の方が低いものの群間で有意な差はなかった

(t = -0.459, p = 0.65)。 

続いて群内比較として、O1 と O2 の唾液中コルチゾール濃度の差を対応のあるサン

プルの t 検定で比較した。介入群 (n = 37) での O1 は 4.60±1.12 (ng/mL)、O2 は 4.01±0.91 

(ng/mL) であった。介入群での群内比較では O2 の方が O1 と比較すると有意に低かっ

た (t = 4.570, p = 0.00)。同様に対照群 (n = 41) では、O1 が 4.77±1.44 (ng/mL)、O2 が

4.11±1.01 (ng/mL) であり、O2 の方が有意に低かった (t = 5.007, p = 0.00)。 

 

３）唾液中オキシトシン濃度 

O2での唾液中オキシトシン濃度を独立サンプルの t検定で比較した結果、介入群 (n = 

24) は 57.43±35.86 (pg/mL)、対照群 (n = 24) は 64.16±38.60 (pg/mL) であった。唾液中

オキシトシン濃度は介入群の方が低いものの群間に有意な差は認められなかった (t= 

-0.626, p = 0.53) 。 

続いて群内比較を行った。介入群 (n = 24) での O1 は 72.83±44.01 (pg/mL)、O2 は

57.43±35.86 (pg/mL) で、O2 の方が有意に低いという結果であった (t = 3.588, p = 0.00)。

同様に対照群 (n = 24) での O1 は 68.18±45.59 (pg/mL)、O2 は 64.16±38.60 (pg/mL) で

O2 の方が低いものの O1 と O2 に有意な差はなかった(t = 1.008, p = 0.32)。 

 

Ⅳ．考察 

妊娠後期の初産婦が乳児とふれ合うという介入は、乳児の映像の視聴と比較すると、

接近得点を有意に上昇させていた。また、2 群において介入後に起こった変化は、コル

チゾール濃度の低下であった。 

プライマリーアウトカムである唾液中コルチゾール濃度は、O1 と O2 を比較すると

両群とも O2 の唾液中コルチゾール濃度が低下していたことから、乳児とふれ合うこと

も乳児の DVD の映像の視聴ともストレス刺激ではなかったことが言える。コルチゾー

ルはストレス緩和の刺激により低下する可能性が示唆されており (Urizar Jr. et al., 2004; 

Field. et al., 2013)、本研究の結果より、乳児とふれ合うことと乳児の DVD の映像の視聴

は初産婦のストレスを緩和する可能性も示唆された。一方、群間で唾液中コルチゾール

濃度に差が認められなかった理由として、乳児とふれ合うという介入と、乳児の DVD
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の視聴が類似していた可能性があげられる。Severi, et al. (2005) は、3D 超音波画像によ

る Fetouch system を用いることにより、妊婦のコルチゾール濃度が低下したことを報告

している。この結果を踏まえると、対照群に対して行った乳児の DVD の映像の視聴に

より唾液中コルチゾール濃度が低下した可能性が考えられた。 

セカンダリーアウトカムである唾液中オキシトシン濃度については、介入群の群内比

較において、O2 で有意に低下していた。オキシトシンはリラックスできる刺激にて分

泌されることが知られている (Moberg, 2014)。特に皮膚に対する刺激は、C 繊維が刺激

されることによりオキシトシンが分泌される (Walker, et al., 2017)。本研究では、乳児と

ふれ合う介入群が乳児とふれ合う際に、十分に C 繊維を刺激することができなかった

可能性が考えられ、そのため介入群でのオキシトシン分泌には繋がらなかった可能性が

考えられた。 

 

Ⅴ．まとめ 

 初産婦が乳児とふれ合うことの効果は、コルチゾールの低下として示された。オキシ

トシンへの効果は本研究では認められなかった。 

今後、初産婦が乳児とふれ合うことの効果を検証するためには、対照群の条件の設定、

オキシトシンに変化をもたらす介入、介入の回数、初産婦への援助について検討が必要

である。 
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